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我らいかに戦うか、全日本ト

レイルに向けて有力選手に

聞く 
 

2010 年 4 月 17 日 東京都 

全日本トレイルオリエンテーリング大会 

 

注目の決戦に向けて注目の決戦に向けて注目の決戦に向けて注目の決戦に向けて    
2011年4月17日(日)に開催の全日本

トレイル O 選手権大会の優勝者は 8 月

開催の世界選手権大会の日本代表に内

定します。 

過去 5 回の全日本トレイル O では、

田中淳一が 1 位と 2 位山口尚宏が 1 位

と 3 位になっているが、あとは、毎回

違う名前が 3 位までに並び、いかに実

力が伯仲しているか、その激戦振りが

うかがい知れます。今年は誰が、日本

一の座に着き、世界選手権日本代表の

椅子を獲得するか?注目の戦いは東京

都民の水がめ、狭山湖畔に静かで熱い

戦いが、繰り広げられます。以下、過

去に全日本トレイル Oで、3位までに入

った有力選手にアンケート方式で、こ

の戦いに挑む姿勢を聞いてみました。 

 

世界選手権大会で、3位の木村  杉本 

4位の田代 6位の大久保 山口尚宏  伸

び盛りの若手 山口拓也と伴。ベテラン

の鈴木、田中、こう書いて見て、まっ

たく誰が優勝してもおかしくない、又、

ここに出ていない選手も、虎視眈眈優

勝を狙っています。 

P クラスは木島が 5 連覇と群を抜い

ており 今年も優位は動かない情勢で

す。木島を脅かす新鋭の台頭が待たれ

ます。注目の戦いは、いよいよ 2011 年

4 月 17 日におこなわれます。  

 

 

木島英登木島英登木島英登木島英登    

 
（P クラス 1973 年生）（競技歴 11 年） 

トレイル Oの魅力：自然を体感できる

から 

大会で心がけていること：楽しむこと 

得意なコントロール：間、フェンス 

苦手なコントロール：沢、特徴物から

の方角 

思い出に残る大会： 

第一回世界選手権大会（スウェーデン） 

全日本トレイル Oに向けて：楽しみま

す。 

 

大久保祐介大久保祐介大久保祐介大久保祐介    

 
（1974 年生 ES 関東 歴 5年） 

トレイル Oの魅力：時間をかけて考え

ることができること。 

大会で心がけていること：時間配分を

すること、複数のコントロールで同じ

回答が連続しても気にしない。 

得意なコントロール：正解なしのコン

トロール(区別がはっきりするから) 

苦手なコントロール：歩測が必要なコ

ントロール 

思い出に残る大会：2007 年の全日本大

会(東京 2日間) 

全日本トレイル Oに向けて：優勝でき

るよう高得点を狙いたい。 

ライバルは？：全員 

 

 

山口尚宏山口尚宏山口尚宏山口尚宏    

（1976年生入間市OLC）（競技歴10年） 

トレイル Oの魅力：長時間、地図読み

に集中できる 

大会で心がけていること：あせらない。

1コントロールあたりの時間配分を確

実に。・競技を楽しむ。解答が違ってい

ても割り切れるものは割り切る。・運営

者(特にプランナー)の感謝の心を忘れ

ない 

得意なコントロール：思いつかない 

苦手なコントロール：現地にある特徴

物で、地図表記があるものと地図表記

がないものがあるを利用したコントロ

ール(例:がけの高さで、高さ 1.0m 以下

のものは、地図に書いていない) 

思い出に残る大会：2006 年?長崎の大村

大会(車椅子で回らせて頂き、良い経験

に) ・2008 年チェコの世界選手権(遠く

まで見通せる城跡の庭園&ゴルフ場) 

全日本トレイル Oに向けて：全日本が

毎年あることに感謝し、楽しみます 

ライバルは？：まずは国内。上位者の

皆さん全員。 

 

 

木村治雄木村治雄木村治雄木村治雄    

 
（1967 生 入間市 OLC）（競技歴 5年） 

トレイル Oの魅力：地形図と深く向き

合える 

大会で心がけていること：立入禁止区

域に入らないよう注意する。 

得意なコントロール：見通しのよいと

ころで、鍵となる 2点間を結んで正解

位置を導くコントロール 

苦手なコントロール：横長に並んだ尾

根上コントロール 

思い出に残る大会：2010 年ヨーロッパ

選手権(スウェーデン・ボルナス) 

全日本トレイル Oに向けて：各大会で

試行をしたプレースタイルを集約して

臨みたい 

ライバルは？：田代雅之選手、アンテ

ィ・ラサネン選手 

 

 

全日本トレイル O に向けて 

 

イチオシ 

イベント 田中 博 
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鈴木則弘鈴木則弘鈴木則弘鈴木則弘    

（1957 生 多摩 OL）（競技歴 7年） 

トレイル Oの魅力：地図読みとコース

プランナーとの心理戦が楽しめる。 

大会で心がけていること：自分の気持

ちを落ち着かせること 導いた答えの

再確認をすること 

得意なコントロール：等高線を読む(地

形を読む)コントロール 

苦手なコントロール：タイムコントロ

ール全般 

思い出に残る大会：2010 年スウェーデ

ンでのユーロ選手権 2 日目の団体戦で

3人満点で北欧勢を驚かす事が出来た 

全日本トレイル Oに向けて：全問正解

を目指したい 

ライバルは？：戦いの相手はコースプ

ランナーであり、自分です 

 

森長三森長三森長三森長三    
（1973 年生 長崎県トレイル O協会） 

（競技歴 1年） 

トレイル Oの魅力：自分の力配分で競

技ができる。実力がわかり易い、疲れ

を少なくでき健康的 

大会で心がけていること：歩行困難の

ハンデイが有りますが、転倒しないよ

う、石ころや突起物には非常に注意し

競技時間配分に心がけたい 

得意なコントロール：こぶ。尾根 

苦手なコントロール：等高線を使った

距離設定や遠い場所のみきわめがうま

くいかない 

思い出に残る大会：2010 年スエーデン

ボルナス大会。起伏の少ない片道コー

スで同じコントロールの共用、範囲を

テープで仕切り、DP の位置の変化で回

答が変わる設定でした。 

全日本トレイル Oに向けて：2年生にな

るので、正答率を 70%以上にしたい。タ

イムコントロールは落ち着いて判断 

ライバルは？：日本で TOP の P クラス

木島氏と Eクラスの木村氏、自分。 

 

 

 

田代雅之田代雅之田代雅之田代雅之    

 
（1966 生 競技歴 6年半） 

トレイル Oの魅力：パズルを解いてい

るみたいで、解法を見つけるのが(見つ

けることができるのが)楽しい(嬉し

い)。 

大会で心がけていること：今この大会

を落とすと、日本のトップレベルにい

続けられないということを常に意識し

て、妥協することなく全力で闘うこと

を忘れないようにすること。 

得意なコントロール：直線を利用した

解法を求める課題。2特徴物間の線分上

にあるとか、何かの線の延長上にある

とか、その線よりどちら側にあるフラ

ッグ群から選べば良いとか。 

苦手なコントロール：目測を必要とす

る課題。TC も苦手な方かな 

思い出に残る大会：2004 年の大高緑地

での大会(確か、フット Oのパークワー

ルドツアーと併設だったやつ)。成績は

さんざんだったけど、正解表に記載の

解法が合理的に思えて納得して、面白

そうだと思えた。 

全日本トレイル Oに向けて：勝ちたい

ですね。ここで負けると、世界への挑

戦をまた 1年待たなくちゃならない。 

ライバルは？：木村治雄。2007 年の代

表後、一時期調子を落としたのに、そ

の後ずっと安定している。強くなるた

めに努力していることが感じられるし、

目指すべき選手像だと思っている。 

 

田中徹田中徹田中徹田中徹    

（1958 生 京葉 OLC）（競技歴 8年） 

トレイル Oの魅力：O-MAP が好きだから。

地図読みの力を試されるから 

大会で心がけていること：総合的にコ

ントロールの設置を見てゆくこと、セ

ッターが示した課題を読み取ること勝

つことにとらわれるとろくなことない。 

得意なコントロール：そのレースによ

るのでヒトコトではいえませんね・・。 

苦手なコントロール：好きなコントロ

ールと同じで、これといったパターン

はないような・・・ 

思い出に残る大会：初めてのトレイル O

競技だった WOC1000 日前イベント。こ

の時に現トレイル O協会会長の田○博

氏に声をかけられなければたぶんこの

競技をやらなかったように思う。 

全日本トレイル Oに向けて：まあ、漠

然といつかは一度くらい日本チャンピ

オンと思っていた目標を昨年達成した

ので、今年は自然体で楽しくやれれば

いいのかな。あとは大会後の反省会(?)

で仲間と酒でも飲めれば満足です。 

ライバルは？：うーん。同じクラスに

出場している皆さんすべて。トップで

もビリでもおかしくないくらいこの競

技は恐ろしい! 

 

山口拓也山口拓也山口拓也山口拓也    

（1984 年生 浜松 OLC）（競技歴 7年） 

トレイル Oの魅力：競技面では地図と

現地をじっくり見比べ、照合する楽し

さ。競技面以外では、トレイル Oを通

じた・・地域クラブともちょっと違

う・・人のつながりがあること。 

大会で心がけていること：解答を導く

ために必要な作業を確実に、着々とこ

なすこと。 

得意なコントロール：特徴物が多くあ

り、地図と現地を一つ一つ照合させて

解答を導くコントロール 

苦手なコントロール：絶対的距離感を

課題とする、直線状にフラッグが並ん

だコントロール 

思い出に残る大会：2005 年秋インカ

レ・・・優勝を目標と掲げ、初めて優

勝した大会。2008 年世界選手権・・・

日本代表として出た大会。世界一を決

める舞台でも自分の実力がある程度 

通用するという手ごたえをつかんだ。 

全日本トレイル Oに向けて：今シーズ

ン(22 年度)出場した 3大会(非公認含

む)は、すべて満点を取れているので、
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ポイントを落とさないよう自分のパフ

ォーマンスに集中したい。 

ライバルは？：ひみつ。でも、けっこ

うたくさんいます。 

 

伴伴伴伴    毅毅毅毅    

 
（1989 年生 京大 OLC）（競技歴 6年） 

トレイル Oの魅力：地図を見て考え正

解を導くのが楽しい世代を超えて競い

合うことができる 

大会で心がけていること：素朴に考え

ること 集中力を切らさないこと 

得意なコントロール：考えることを要

求するコントロール 

苦手なコントロール：距離目測 

思い出に残る大会：第二回全日本トレ

イル 2005WTOC 

全日本トレイル Oに向けて：全問正解 

ライバルは？：山口拓也さん 

 

実行委員長あいさつ実行委員長あいさつ実行委員長あいさつ実行委員長あいさつ    
全日本トレイルオリエンテーリング

大会実行委員長 高橋 厚 

 

4月 17日に平成22年度の全日本トレ

イル O選手権大会兼多摩 OL 創立 40 周

年記念大会が東京の郊外で開催されま

す。全日本選手権としては第 1回大会

が平成17年に埼玉県で開催されてから、

これが第 6回になります。 

 

振り返ってみますと、私はこれら 6

回の大会すべての運営にコース設定者、

競技責任者、実行委員長、裁定委員(兼

競技者)あるいは大会コントローラと

して関わってきました。それだけに全

日本選手権には特別の思い入れがあり

ます。 

どの役割にあってもいつも心掛けて

きたのは、日本における最高のトレイ

ル O大会にふさわしい技術的にしっか

りとしたハイレベルの競技会にしよう

ということでした。トレイル Oの競技

は、コースプランナーと競技者との戦

いです。コースプランナーがコントロ

ールに巧妙に埋め込んだ秘密の宝石

(正解)を、競技者が知識、経験、勘、

判断力などの道具を最大に駆使して限

られた時間内にいかにして取り出すか、

一対一の丁々発止の戦いといっていい

でしょう。 

エリート競技者に対していつも感じ

るのは、全日本選手権への実に真剣な

取り組みです。特にエリートの中の上

位者にとっては、日本選手権者という

栄誉はもちろんですが、世界選手権の

日本代表という大きな目標があるから

でしょう。その真摯な取組み、気合い

の入れようには圧倒される思いです。

このことがまた運営者全員に良い大会

にしようというモチベーションにもな

っています。 

日本のエリート選手のレベルは、これ

までに世界選手権でメダルを 2個ゲッ

トしていることからも分かるように、

トップとまでは言えないにしてもかな

りのハイレベルにあります。このよう

なレベルの競技者を相手にしたコース

を設定するためには、正確な地図、精

緻なコントロール(フラッグ)の設置が

不可欠です。私は、地図調査は測量的

に正確に行うとともに、地図作成とコ

ントロールフラッグ設置に当たっては、

必要なところでは10㎝の精度で行うよ

う、コース設定講習会などで指導して

きました。精度 10 ㎝で地図が作られ、

フラッグが設置されていれば、精度の

点で苦情や提訴が出されることはまず

ありませんし、競技者にとっても正確

さについて違和感なく競技をやってい

ただけるものと思います。 

良いコース、良いコントロールはなに

も精度だけで決まるものではありませ

んが、正確さがおろそかになるとたち

まち苦情や提訴になって跳ね返ってき

ます。精度がコース設定の基本であり、

根本の問題であることは間違いないと

ころです。 

4 月の第 6回全日本選手権では、コー

ス設定について日本で最高の技術を持

つ児玉拓さん(多摩 OL)がコースプラン

ナーを務めます。児玉さんは第 4回の

全日本選手権大会 2日目のコースプラ

ンナーとして、Eコースにもかかわらず

「正解なしコントロール」を設けない

で立派なコースを組んだコースプラン

ナーです。コースの終盤に差し掛かっ

てからそこまでに「正解なし」がない

ことに気づき、無理に「正解なし」の

回答を作って失敗した競技者もいた、

というエピソードもあります。また一

方では素直な正統派的なコースを組む

との評価もある方です。どのようなコ

ースになるか、期待していただきたい

と思います。 

（高橋 厚） 

 

 

コースプランナーとしてコースプランナーとしてコースプランナーとしてコースプランナーとして    
児玉 拓 

第 4回大会でもコース・プランナーで

したが、1回空けてまたです。元々は多

摩OL大会としてやるつもりだったので

すが。(そういえば、フットの第 1回全

日本大会も、多摩 OL 大会のために調査

していたところが、全日本に取って代

わり、必然的にコース・プランナーの

一員になってしまいました。) 

普通の大会と思い、どこかのクラブで

開催しなければならないと必然的な気

持ちから始めたのだったが、全日本と

なるとちょっと違います。「この前や

ったばかりじゃないか。またかよ。」と

愚痴を言っても始まらない。やるしか

ありません。 

フット OL としては何回も使用された

公園です。自然の地形も結構残ってい

るので変化に富んだコースが組めそう

です。それだけに調査も大変ですが。 

元々は Jsom で作られた地図ですが、

部分的に Jssom になっています。全日

本大会となると統一が必要でしょうか

ら、近年の流れである Jssom にするこ

とになりました。道幅を全箇所調べる

ところから始まります。コースを組み

始めると、主要の道の曲がり具合も正

確でないのが気にかかり、修正にかか

ります。 

いずれにしろ完璧な地図を作るのは

不可能です。オリエンティアが地図を

読みやすくするためにわざと位置をず

らすこともあります。A地点から見ると

aだが、B地点からだと cになるという

こともあります。地図の精度の見極め

やプランナーがどこを基準にして設定

したかの見極めも大切です。 

以前にそのプランナーがどのような

コースを組んだかも参考になるでしょ

う。と言っても、第 4回の 2日目の時

のような強烈な印象のコース(「正解な

し」がない)は組めないでしょう。と言

いながら裏をかくことも好きですが。 

いずれにしろ今回はテレインの質が

違います。バラエティーに富んだ設定

ができるところです。 

当然 Eコースにふさわしいコントロ

ールを考えますが、中には簡単なもの

も入れて変化をつけようと思っていま

す。第 5回の時、Nクラス用のコントロ

ールではないかと思われたところでも

100%正解とはいかなかったので参考に

はなります。 

今回こそは、全問正解者が出ることを、

また一人だけであることを念じていま

す。それでは、選手の皆さん頑張って

ください。そして、E権を持っている人

は、数年に 1回は大会を開催していき

ましょう。 

（児玉 拓） 


